
南九州市地域おこし協力隊活動報告書 

 

 

受入先 観光課 

隊員氏名 岩崎 泰依 

着任日 平成 30 年１０月 1 日 

 

活動月 令和元年 6 月（着任 9 カ月目） 

主な活動 武家屋敷を活用したイベント企画、和綿畑づくり、研修など 

 
 

１、武家屋敷コットンファームの活動（6 月） 

 
  6 月は根が地中に伸びる時期なので葉は全体に 10 セ

ンチから 15 センチくらいから大きくなりませんでした。

そのためまだ茎もひょろひょろとしており雨や風の強い

日には倒れてしまいます。また長梅雨になると根腐れして

しまうのでお天気が毎日心配です。 

 

●七夕イベント in 知覧武家屋敷の準備● 

  7 月 6 日（土）、7 日（日）に武家屋敷西郷邸にて七夕イベントを企画しました。それは

コットンファームの活動を知って頂く目的でもあります。収穫した棉を種とワタに分ける綿

くり、ワタをブラシのような器具を使ってきれいに整える作業、駒のような手作りの器具を

使っての糸紡ぎ、そして自分で紡いだ糸で機織りの作品作り。畑で出来た棉がどのように糸

になって布になっていくのかを実際に目で見て体験して頂きます。どれも単純で誰にでも出

来る作業ですがやってみるととても手間がかかるものです。自然の素材に手を触れながら、

機械では無く昔ながらの道具を使ってゆったりとした時間の流れをみんなで楽しく共有で

きたらと思っています。 

  今回は武家屋敷の雰囲気に合わせて室内のディスプレイにもこだわって地域にある自然

素材を集めて利用したり、なるべく現代的なものなどを使わないように工夫しました。また

チラシを配ったり PR 活動をするなかで、ものづくりの体験イベントなので女性や子供に多

く興味を持って頂いたのを感じました。 
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２、その他の活動 

 
●知覧小学校の授業に参加● 

  今月から知覧小学校 6 年生の国語の授業で武家屋敷を紹介するパンフレットを作るとい

うカリキュラムのお手伝いをさせて頂けることになりました。とはいえ、知覧に来たばかり

で子供に何かを教えた経験もない私に何ができるだろうと授業が始まるまではいろいろと

悩んだりもしました。でもいざ授業が始まってからは小学校の懐かしい雰囲気や子供たちの

元気な様子にパワーをもらえて不安からワクワクに気持ちが変わっていきました。その中で

考えたことは生徒と一緒に街の事を勉強しながらパンフレットを見る立場の「外の街から来

た人」の目線で何かアドバイスをすることが私の役

割ではないかということです。ずっと知覧に住んで

いては当たり前になっていて気づかない素晴らし

い事がたくさんあるとこちらに移住して来て日々

感じており、そのことを伝えていきたいです。子供

たちの自由な発想で知覧の素敵なところを自信をも

ってこの街を訪れた人に紹介するようなパンフレッ

トが出来たらいいなと思います。 

 

 

 

●おまつりの季節がやってくる！● 

  来月のねぷたまつりに向けて練習に参加しています。初めての笛に挑戦し悪戦苦闘の毎日で

すがたくさんの方と知り合いになれてとても楽しいのと、みんなでひとつの事を作り上げてい

く様子に圧倒されています。7 月はいろいろなお祭りがあり下町出身の私にとって楽しみな季

節がやってきました。 

 

＜搬入の様子＞ 

西郷邸に機織り機を 5 台設

置しました。圧巻！ 


